
第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朔
鮮
更
の
栞

有
の
も
の
に
し
て
本
邦
に
出
土
せ
ざ
る
も
の
少
な
か
ら
ざ

「
れ
こ
も
、
四
二
鏡
、
精
白
鏡
、
歯
入
書
象
鏡
、
紳
四
鏡
等

各
代
の
主
な
る
形
式
は
略
見
る
を
得
て
、
　
　
般
の
鏡
の
洛

革
を
辿
る
を
得
べ
し
O
π
だ
現
在
學
界
に
於
け
る
古
鏡
研

ρ
究
の
状
態
よ
り
し
て
は
、
未
だ
各
代
の
特
徴
を
詳
示
し
て
、

洛
革
を
明
確
な
ら
し
む
べ
き
程
度
に
達
せ
す
。
余
は
本
篇

．
に
於
て
、
從
來
顧
み
ら
れ
ざ
り
し
方
面
よ
り
多
少
の
新
見

解
を
附
せ
し
も
、
綜
合
的
記
遽
に
及
ぱ
す
し
て
、
主
こ
し
で

．
形
式
の
分
類
に
意
を
用
ひ
把
り
Q
鍵
田
余
の
管
見
に
漏
れ

π
る
資
料
を
求
め
、
更
に
新
材
料
の
出
勝
す
る
あ
り
て
、

研
究
を
新
に
す
る
を
得
ば
重
ね
て
述
ぶ
る
所
あ
る
べ
し
Q

　
附
瓢
　
此
の
一
編
は
、
去
る
八
月
開
鷹
の
京
都
帝
國
大
斑
夏
期
講
演
曾
の

　
　
科
外
講
演
§
し
て
、
同
二
日
夜
幻
燈
を
使
用
し
て
試
み
れ
る
義
滋
の
草

　
　
稿
に
で
二
補
訂
を
加
へ
六
う
も
の
な
り
。
常
夜
は
、
短
時
間
に
一
般
の

　
　
聴
端
点
に
…
説
明
ぜ
ん
ミ
也
る
故
、
　
極
め
イ
、
大
雨
や
一
涌
…
俗
的
に
■
蓮
．
へ
六
る
・
も

　
　
の
な
る
を
以
て
、
私
邸
家
に
は
不
充
分
な
る
ぺ
け
れ
こ
も
、
余
が
研
究

　
　
の
大
磯
を
示
6
谷
れ
嚇
ε
信
ず
ろ
を
以
て
、
塞
誌
の
絵
白
を
借
る
こ
ε

　
　
ε
な
ぜ
り
。
絡
に
臨
み
て
余
の
古
鏡
硝
究
は
京
郡
帝
國
大
回
文
科
大
笠

　
　
敏
務
嘱
託
梅
原
末
治
…
君
の
輔
助
に
員
ふ
所
多
き
を
感
謝
す
。

第
四
號
　
　
一
二
八
　
（
六
九
三
）

籍

纂

●

亀

朝
鮮
史
の
栞
（
第
二
回
転

文
學
士
　
今
　
秘

画
罠
半
側
國
記

龍

　
一
篇
○
高
麗
文
宗
王
三
十
年
遼
滋
宗
大
康
二
年
丙
辰
金

玉
昼
鳶
の
知
州
事
某
が
三
國
史
記
の
成
る
に
先
つ
こ
ご
六

十
九
年
に
撰
せ
り
〇
三
國
遺
事
が
之
を
略
し
て
牧
載
せ
し

も
の
、
み
今
傳
は
り
て
全
文
の
も
の
傳
ら
す
ご
磯
原
篇
の

膿
裁
面
影
を
遣
存
す
る
朝
鮮
史
籍
中
最
古
の
も
の
な
り
。

括
目
の
題
こ
す
る
隠
顕
は
金
海
駕
洛
に
し
て
嚴
霜
に
旧
く

れ
ば
南
鞍
掛
な
り
。
本
書
野
南
駕
洛
即
金
海
賦
洛
の
始
組

首
露
王
の
開
演
傳
説
を
録
し
以
下
仇
蔵
王
に
至
る
九
代
に

就
て
略
記
せ
り
。
其
記
事
金
頭
古
來
の
所
傳
に
撰
者
の
見

闘
を
加
へ
野
外
に
算
置
暦
若
く
ば
開
皇
録
ご
名
づ
く
る
古



書
を
参
照
せ
る
が
如
し
。
此
所
に
は
佛
都
響
修
飾
多
し
。

開
皐
録
は
今
縛
ら
み
9
。
ご
雄
も
新
羅
時
代
の
書
籍
な
る
べ
き

か
。
漢
書
に
よ
れ
ば
仇
聖
王
が
新
羅
に
下
り
し
は
梁
大
中

通
四
年
壬
子
に
し
て
三
國
史
記
の
所
記
に
も
合
へ
り
Q
煎

れ
ご
も
三
國
史
記
の
所
記
は
或
は
開
毛
録
よ
り
採
り
し
も

の
な
る
か
も
計
ら
れ
ざ
る
が
故
に
気
合
不
合
は
何
等
の
調

査
を
な
さ
す
し
て
直
に
開
採
録
記
事
の
正
し
き
を
謹
す
る

も
の
こ
見
倣
す
べ
か
ら
す
。
さ
り
乍
ら
余
は
任
那
及
帯
出

箕
面
黒
陶
の
研
究
の
結
果
（
【
）
垂
仁
紀
の
意
富
加
羅

の
意
富
を
大
ご
解
す
る
に
は
爾
ほ
多
少
研
究
の
鯨
地
あ
り

叉
假
に
意
富
を
大
ご
解
し
う
る
き
す
る
も
御
駕
洛
の
断
面

は
始
絡
一
定
の
駕
洛
を
指
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
ご
（
二
）

任
那
ご
駕
洛
ざ
の
閥
係
は
王
立
の
學
者
が
考
へ
だ
る
も
の

こ
異
る
も
の
あ
る
こ
ご
（
三
）
繊
騰
欽
明
の
頃
に
は
金
官
駕

洛
は
南
加
羅
ご
短
し
大
嘗
豊
富
く
ば
輩
に
駕
洛
ご
あ
る
は

高
鯉
加
羅
を
指
す
も
の
な
る
こ
ご
（
四
）
…
緊
要
安
閑
頃
の
壬

午
即
野
中
大
蓮
四
年
金
海
駕
洛
が
新
羅
に
滅
さ
れ
π
る
結

　
　
　
第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
物
鮮
史
の
栞

果
朝
延
ご
任
那
日
本
府
の
交
通
菰
野
こ
な
り
任
那
方
面
の

統
治
を
百
濟
王
に
委
ね
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
り
日
本
の

勢
力
大
失
墜
せ
し
こ
ご
（
五
）
欽
醜
天
皇
二
十
三
年
任
郷
三

家
の
覆
滅
は
是
歳
費
保
定
二
年
子
子
大
加
羅
即
高
騰
加
耶

七
山
し
の
結
果
な
る
こ
ご
（
六
）
推
古
紀
三
十
一
年
は
集
解
が

三
十
年
（
壬
子
歳
）
に
訂
正
せ
る
を
正
し
ご
し
其
「
装
甲
新

羅
伐
任
那
任
那
附
票
新
羅
於
是
天
皇
將
討
新
羅
云
々
」
の

記
事
は
欽
明
天
皇
二
十
三
年
壬
干
の
下
に
編
入
す
可
き
を

書
紀
の
撰
者
誤
り
て
次
の
壬
予
に
編
入
せ
し
が
駕
に
任
那

滅
亡
後
の
日
本
ご
任
那
こ
の
關
係
に
つ
き
て
不
明
瞭
な
ら

し
め
し
こ
ご
」
等
を
確
歯
す
る
に
至
れ
り
。
拙
考
近
き
將

來
に
登
表
す
べ
し
。
朝
鮮
史
の
栞
に
要
す
る
は
駕
洛
國
記

撰
濤
が
新
羅
眞
筆
法
興
二
王
代
の
大
里
耶
繍
鵬
盤
を
金
海

に
あ
り
し
加
羅
な
り
ご
誤
認
し
彼
の
滅
亡
の
事
實
を
此
滅

亡
の
事
實
ご
混
じ
保
定
二
年
壬
午
滅
亡
説
を
主
こ
せ
し
は

誤
り
な
る
事
を
明
に
す
る
一
に
し
て
此
駕
論
難
記
の
掌
記

諸
大
家
引
用
し
て
立
遺
せ
る
も
の
な
る
を
以
て
叢
に
一
言

　
　
　
　
　
　
　
策
糊
鞭
伽
　
　
　
一
ご
九
　
　
（
山
門
山
ん
四
）



第
贈
巻
　
雑
纂
　
霧
鮮
更
の
栞

を
加
へ
し
も
の
な
り
。

　
駕
洛
國
記
は
駕
驚
歎
任
那
の
研
究
に
必
要
貴
重
な
る
史

　
　
　
　
　
　
　
　
耳

籍
な
り
こ
す
。

　
　
　
第
醐
　
高
　
麗
　
史

李
朝
官
撰
の
王
氏
高
麗
國
史
に
し
て
三
管
騰
な
り
。
世

家
四
・
す
山
上
窓
も
嫉
心
二
十
九
巷
、
士
衣
二
巷
、
列
挙
円
五
十
窓
、

勇
士
二
窓
、
計
百
三
十
九
巷
め
似
○
金
宗
瑞
、
郵
金
髪
等
王

命
を
奉
じ
て
撰
し
李
朝
文
亀
王
元
年
八
月
成
る
Q
其
編
纂

の
次
第
其
他
に
就
き
て
は
大
正
四
年
九
月
兜
行
東
洋
時
報

第
二
百
四
號
に
載
せ
た
る
拙
稿
「
朝
鮮
書
籍
解
題
第
十
八

高
麗
史
」
に
詳
記
し
、
和
書
の
史
料
こ
な
り
し
高
麗
碍
代

の
記
録
に
就
き
て
は
大
正
四
年
七
月
殉
行
の
藝
交
第
六
年

第
七
號
に
載
せ
た
る
拙
稿
「
王
氏
高
麗
朝
に
於
け
る
修
史

に
就
て
」
ご
思
せ
る
も
の
に
述
べ
髭
き
し
を
以
て
此
二
論

交
を
践
ま
れ
ん
事
を
希
望
す
b

　
高
麗
史
が
編
纂
の
資
料
こ
せ
し
諸
文
献
は
今
や
遺
存
す

る
も
の
殆
ざ
無
き
の
み
な
ら
す
高
麗
朝
關
係
の
文
献
全
膿

第
鶴
一
羅
馴
　
　
　
一
三
〇
　

（
六
九
五
）

に
就
き
て
も
其
今
臼
に
遺
存
す
る
も
の
は
僅
に
大
墨
麟
師

集
李
相
糞
婆
破
閾
集
補
閑
集
盆
齋
集
陶
隠
詩
興
凝
集
其
他

三
四
書
籍
ご
東
文
選
に
牧
む
る
遣
文
の
類
に
す
ぎ
す
○
而

し
て
上
記
の
諸
書
多
く
は
麗
末
の
書
に
し
て
加
ふ
る
に
更

々
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
時
代
に
於
て
既
に
一
方
に
偏
す
ち

が
上
に
史
料
ご
す
べ
き
記
事
の
量
甚
だ
少
し
。
然
り
ご
錐

金
石
文
遺
物
遺
蹟
は
前
代
に
比
し
て
豊
富
に
遺
存
し
特
に

墓
誌
の
如
き
は
多
数
の
螢
見
せ
ら
れ
し
も
の
あ
り
て
研
究

に
資
す
る
こ
ご
少
か
ら
ず
。
叉
墨
金
野
史
等
支
那
平
岡
に

は
高
魔
關
係
の
記
事
・
少
か
ら
ず
ご
難
全
長
よ
り
云
へ
ば
極

め
て
少
量
な
り
○
但
し
量
に
於
て
は
少
し
ご
錐
忠
興
す
べ

ぎ
も
の
な
り
。
而
し
て
高
麗
朝
史
の
研
究
に
は
上
記
諸
更
・

籍
に
よ
り
て
大
陸
方
面
の
調
査
を
俘
は
ざ
れ
ば
完
全
な
る

も
の
π
る
こ
ご
能
は
ざ
る
こ
ご
勿
論
な
る
も
高
麗
朝
戸
は

圭
こ
し
て
「
高
麗
史
」
に
擦
り
て
研
究
す
る
の
急
な
し
。
此

「
古
道
…
麗
史
」
が
比
調
帳
的
幽
皿
脇
田
な
る
史
料
を
用
て
編
纂
さ
れ
實

録
の
膿
を
存
す
る
こ
ご
は
慶
す
べ
し
O



本
書
窓
際
軍
勢
に
し
て
且
つ
甲
掛
騰
な
戟
し
π
め
朝
鮮
に

て
は
圭
冠
の
便
利
上
よ
り
し
て
東
國
通
雲
行
は
れ
之
に
道

書
上
の
見
地
を
加
へ
て
は
雑
史
提
綱
の
平
行
は
れ
し
を
以

で
本
書
は
多
く
高
閣
に
束
ね
ら
れ
傳
本
漸
次
に
稀
少
こ
な

り
容
易
に
見
る
こ
ご
難
か
り
き
Q
前
田
松
雲
公
が
桑
華
書

志
抄
に
燃
せ
し
に
よ
れ
ば
公
が
元
澱
辛
未
に
能
勢
友
進
の

霊
力
に
よ
り
て
本
書
を
購
求
せ
し
ご
き
優
格
黄
金
百
雨
な

も
し
ご
い
ふ
。
数
年
前
早
書
到
行
會
起
て
此
書
を
列
堅
し

洋
装
本
三
碧
に
縮
刷
せ
る
が
日
本
智
識
階
級
の
不
要
面
目

な
る
斯
る
良
書
が
低
級
の
娯
護
に
適
せ
ざ
る
の
故
を
以
て

此
刊
本
古
本
屋
の
塵
頭
に
曝
さ
る
、
も
の
多
く
急
な
ら
す

て
敗
紙
に
灘
す
る
の
状
侃
あ
り
。
　
　
　
　
一

　
前
蓮
の
如
く
李
朝
後
期
に
至
り
本
書
の
騰
裁
其
他
に
擁

鳶
た
る
儒
者
あ
り
て
其
膿
裁
を
養
じ
沈
る
書
出
で
た
り
。

麗
史
生
綱
、
翠
蓋
麗
史
の
類
是
な
り
。

　
む
　
　
　
　
　
　

　
麗
変
提
綱
　
本
書
は
仁
海
瀬
宗
問
の
儒
者
磁
集
が
「
高

…
麗
更
」
・
を
朱
子
通
鑑
綱
目
の
膿
に
微
ひ
て
編
年
膿
に
改
め

　
　
　
・
第
一
巻
乳
　
難
纂
　
朝
鮮
典
の
栞

綱
を
立
て
列
傳
遺
志
中
の
之
に
奏
す
る
記
事
を
目
こ
し
て

分
注
し
事
實
の
朋
瞭
を
期
せ
し
も
の
な
り
〇
二
十
三
懇
、

刊
本
あ
り
。
李
朝
の
書
籍
四
五
種
を
資
料
こ
し
て
採
り
擁

へ
た
れ
ご
も
全
C
「
高
麗
史
」
聖
省
略
し
其
器
量
を
攣
じ
ね

る
も
の
に
す
ぎ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
彙
纂
麗
史
　
本
書
は
木
齋
家
塾
土
版
高
麗
史
の
路
稽
な

り
。
孝
宗
顯
宗
問
の
儒
者
木
齋
逸
事
何
が
「
高
麗
吏
」
は
元

史
の
凡
例
を
探
り
元
更
に
準
じ
て
作
れ
る
を
遺
憾
ざ
し
修

史
之
法
は
先
づ
其
騰
統
を
正
す
べ
し
ご
し
「
高
麗
史
」
を
節

約
し
外
に
三
四
の
書
よ
り
史
料
を
採
り
加
へ
記
事
配
列
の

躰
裁
を
改
め
セ
る
も
の
に
し
て
紀
傳
躰
な
り
〇
四
十
八
憲
、

列
本
め
り
。
鵬
昌
二
王
を
「
高
麗
吏
」
は
叛
逆
傳
に
牧
め

た
れ
ご
本
書
は
之
を
改
め
て
辛
庶
人
傳
こ
し
宗
室
轡
に
凋

し
、
ヌ
別
に
外
夷
附
録
の
一
憲
を
設
け
て
契
丹
女
眞
島
本

傳
を
立
て
元
り
○
當
時
思
想
の
風
潮
を
見
る
べ
し
Q

　
上
記
二
書
共
に
「
高
麗
史
」
に
塗
し
て
は
何
等
の
権
威
な

き
書
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
’
第
　
…
幽
號
　
　
　
一
三
一
　
（
轟
ハ
↓
ル
山
ハ
）

　
風



第
一
巻
、
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞

　
　
　
第
麗
　
東
　
國
　
通
　
鑑

　
五
十
⊥
ハ
憲
外
に
外
紀
一
醗
扁
あ
り
Q
新
㈹
維
右
同
難
戦
鹿
一
白
濟
及

王
氏
高
麗
の
編
年
更
に
し
て
成
宗
王
十
五
年
徐
居
正
仁
王

名
を
奉
じ
て
撰
進
す
。
重
書
に
就
に
て
は
東
洋
時
報
第
二

百
五
號
（
大
正
四
年
十
月
）
に
掲
載
せ
し
拙
稿
「
朝
鮮
書
籍

解
題
」
第
二
十
に
詳
記
せ
り
Q
「
高
麗
史
」
の
編
纂
成
る
や

李
朝
に
て
は
更
に
麗
史
長
編
編
輯
の
議
起
り
穂
じ
て
束
國

通
鑑
編
纂
の
方
針
こ
な
り
是
れ
秘
中
絶
せ
し
が
成
下
王
十

四
年
に
至
り
復
び
急
に
着
手
し
忽
ち
成
り
し
も
の
な
り
9

本
書
は
，
三
國
史
記
「
三
國
遺
事
し
コ
尚
麗
史
」
其
他
二
三
支

那
史
籍
の
記
事
を
編
年
躰
に
書
き
改
め
し
に
す
ぎ
す
○
「
三

國
選
事
」
の
記
事
の
如
き
原
本
に
歳
月
を
記
せ
ざ
る
も
の

を
強
て
或
る
歳
の
下
に
牧
め
し
め
し
を
以
て
頗
る
無
理
な

る
黙
な
き
に
あ
ら
ふ
9
。
o
気
書
が
前
記
諸
書
の
記
事
を
精
査

せ
す
し
て
採
録
せ
し
も
の
な
る
事
は
林
泰
輔
先
．
生
の
朝
鮮

史
籍
考
本
書
の
條
，
声
量
難
誌
第
七
巷
第
三
號
」
に
詳
論
あ

う
。
本
書
…
こ
國
時
代
の
紀
年
は
三
國
史
記
を
其
儘
に
採
り

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
二
二
　
　
（
六
九
七
）

乍
ら
高
句
麗
文
盗
明
王
の
紀
年
に
は
三
國
史
記
に
慷
ら
ざ

り
し
が
爲
め
に
一
年
の
誤
を
な
せ
り
。
之
に
因
り
て
共
後

に
出
で
し
諸
種
の
年
表
此
謬
を
襲
踏
す
る
も
の
多
し
○

　
東
駆
通
鑑
は
研
究
職
こ
し
て
探
る
べ
き
忍
な
け
れ
こ
も

「
三
國
史
記
」
マ
高
麗
史
」
の
紀
倉
皇
な
る
に
守
り
編
年
具
な

る
が
故
に
便
利
な
る
織
多
し
Q
此
便
利
な
る
の
一
事
は
此

書
が
研
究
上
の
要
求
な
き
朝
鮮
人
の
間
に
他
の
二
警
を
歴

倒
し
て
盛
に
行
れ
し
蟻
壁
に
し
て
朝
鮮
に
て
史
籍
の
構
は

薩
に
本
書
を
想
起
せ
し
む
る
に
至
れ
り
ゅ
さ
れ
ば
奪
回
の

事
も
翼
々
あ
り
し
も
の
、
如
く
大
宇
本
小
字
本
側
め
り
O

我
事
へ
も
丈
緑
慶
長
役
の
時
以
外
に
舶
來
せ
し
も
の
あ
ウ

支
那
へ
も
罫
書
を
密
轍
出
せ
ん
こ
し
て
鐸
官
の
所
罰
さ
れ

し
こ
ご
あ
れ
ざ
是
れ
偶
々
露
現
せ
し
一
事
に
す
ぎ
す
し
て

其
楡
毘
さ
れ
し
数
は
少
か
ら
ざ
る
が
如
し
り
多
重
に
て
は

寛
丈
年
間
徳
州
光
囲
公
京
都
の
一
書
難
に
究
行
せ
し
め
し

ょ
り
世
に
行
は
れ
諸
大
家
講
書
に
よ
り
て
朝
鮮
古
史
を
論

ず
る
に
至
れ
り
。
近
年
朝
鮮
古
書
刊
行
會
に
て
津
和
知
行



せ
り
○

　
李
朝
の
後
盛
期
に
至
り
か
の
「
高
麗
史
」
の
躰
裁
を
改
め

た
る
吏
籍
の
出
で
し
知
く
本
書
及
「
高
麗
史
」
を
資
料
こ
し

是
に
一
ご
二
の
史
料
を
添
加
し
軍
に
躰
裁
を
改
め
し
も
の
若

く
ば
之
に
類
す
る
史
籍
出
で
翻
り
。
（
1
）
東
三
十
要
、
（
2
）

東
國
通
鑑
提
綱
、
（
3
）
束
史
曾
綱
、
（
4
）
東
食
綱
目
の
類

是
な
り
。
以
下
順
を
追
う
て
略
説
せ
ん
。

　
　
　
む
　
　
　
む
　
　

　
（
1
）
東
七
二
要
宜
耕
光
海
時
代
の
人
臭
繧
の
編
な
b
。

萬
暦
四
十
二
年
已
三
韓
の
編
者
の
蹟
あ
り
○
慶
州
に
て
回

忌
す
。
束
論
継
目
依
糠
書
目
に
は
十
二
巻
こ
め
れ
ご
余
が

話
し
奎
章
閣
傷
歳
の
朝
鮮
絡
督
藍
本
は
八
窓
め
り
○
但
し

東
灘
綱
目
に
は
本
書
に
地
理
志
の
存
在
す
る
こ
ご
を
記
せ

る
も
余
が
見
し
書
に
は
之
を
敏
き
だ
り
し
や
に
記
臆
す
。

、
本
書
椀
霜
を
記
し
新
羅
始
野
蚕
即
位
甲
子
よ
り
高
麗
恭
譲

王
壬
申
に
至
る
ま
べ
を
編
年
躰
に
記
し
列
傳
を
附
し
別
録

巴
し
て
樺
兇
猛
あ
り
、
全
篇
に
亘
り
て
往
々
史
訴
を
挿
記

せ
り
○
纂
輯
諸
書
こ
し
て
東
蟻
通
鑑
以
下
二
十
一
種
の
書

　
　
　
第
一
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
吏
の
栞

名
を
暴
げ
し
中
に
三
國
史
記
三
國
遺
事
共
に
之
を
映
く
Q

本
書
記
事
を
節
略
す
ざ
錐
簡
要
な
り
ご
評
あ
り
。
然
こ
も

要
用
あ
る
書
に
あ
ら
傘
。

　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　

　
（
2
）
東
駆
通
鑑
提
綱
　
漿
麗
麗
史
の
前
帝
三
二
何
の
編

な
り
。
十
三
憲
あ
り
∩
東
導
通
鑑
に
緊
括
を
加
へ
し
編
年
躰

の
更
書
な
う
σ
而
し
て
東
國
通
鑑
提
綱
ご
題
し
な
が
ら
其

記
事
の
三
國
に
止
ま
る
は
撰
者
既
に
彙
下
智
更
の
食
め
る

が
故
な
り
こ
い
ふ
。
本
書
は
其
凡
例
の
一
に
「
國
霜
嗣
世
Q

延
年
改
元
。
乃
禮
之
正
。
金
富
戟
三
國
史
記
。
皆
以
先
君

麗
年
改
元
Q
大
失
春
秋
仁
義
u
故
権
近
更
賂
。
鍮
年
聡
元
○

以
正
其
失
。
徐
氏
麺
鑑
9
既
論
斥
富
執
）
而
強
從
之
○
其

謬
馬
身
。
今
立
改
正
」
ご
℃
三
國
・
史
記
及
東
口
通
鑑
の
瞼

月
辮
元
を
排
斥
し
て
多
年
稔
元
法
に
改
め
し
病
め
國
王
在

位
の
紀
年
に
は
此
書
ご
史
記
蓮
鑑
ど
の
間
に
一
年
の
差
め

り
Q
朝
鮮
に
此
稀
元
法
を
ご
り
し
史
籍
少
か
ら
す
。
王
者

の
注
意
を
要
す
る
も
の
な
り
。
正
宗
王
代
に
董
鼎
雁
の
序

を
附
し
て
刊
行
せ
り
。
要
用
め
る
書
に
非
す
○

　
　
　
　
　
　
　
第
贈
幽
號
　
　
　
一
鴬
ご
二
　
（
六
九
八
）



　
　
　
嬉
　
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
更
の
栞

　
　
　
む
　
　
　
り
　
　

　
（
3
）
東
前
會
綱
　
霜
宗
英
雨
間
の
學
下
露
村
林
象
徳
の

撰
な
b
O
小
生
が
閲
覧
せ
し
帝
國
圖
書
講
本
は
爲
本
に
し

て
十
三
憲
あ
り
之
に
補
遺
四
散
合
せ
て
十
七
恕
あ
り
し
が

東
史
綱
目
の
探
擁
書
目
に
は
二
十
四
憲
ご
外
に
血
糖
等
あ

b
ご
し
朝
鮮
総
督
府
諸
書
解
題
に
は
十
二
窓
こ
せ
り
○
朔

本
あ
り
し
ご
い
ふ
。
凡
例
に
よ
る
に
此
面
立
綱
附
§
｝
に

朱
夫
子
の
綱
肖
に
稟
ひ
其
分
類
類
例
に
通
訳
を
行
へ
り
〇

三
國
よ
り
高
麗
恭
怒
王
ま
で
の
編
年
史
に
し
て
乱
筆
を
此

王
に
止
む
る
は
其
意
の
在
る
威
を
知
る
べ
ぐ
鵬
昌
二
王
を

記
す
る
に
凝
議
の
二
字
を
冠
し
辛
姓
ご
認
め
ざ
る
こ
ご
を

曙
示
せ
り
。
本
書
諸
書
を
塗
書
し
て
労
蒐
搾
取
し
論
辮
諸

條
に
は
編
者
の
見
を
記
せ
b
Q
然
れ
こ
も
必
讃
の
書
に
あ

ら
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
4
）
束
史
綱
目
　
十
七
巻
、
首
憲
一
巷
、
附
憲
二
憲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
の
ロ

計
二
十
巻
あ
り
Q
朝
鮮
英
祓
正
宗
脚
問
の
學
者
安
粟
野

の
編
な
り
Q
里
長
は
順
庵
又
橡
軒
ご
饗
し
學
を
有
名
な
る

星
湖
・
季
灘
に
受
け
識
見
あ
り
。
本
書
は
私
撰
の
此
類
の
史

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
聴
伽
、
　
　
一
三
四
．
（
山
ハ
九
九
）

籍
中
最
も
優
り
覚
る
も
の
に
し
て
編
年
綱
昌
の
躰
を
ご
り

青
磁
よ
り
高
麗
末
に
及
び
、
上
露
二
王
の
辛
民
需
を
排
斥

せ
り
。
其
探
櫨
の
書
に
は
日
本
の
落
籍
な
し
ご
難
窪
く
支

那
史
籍
を
包
有
せ
・
9
0
其
編
纂
が
義
例
に
狗
脅
せ
る
は
編

者
の
宗
旨
鳴
止
む
を
得
ざ
る
も
の
な
る
べ
し
Q
書
中
地
名

の
下
に
は
署
名
を
注
記
せ
り
○
こ
れ
に
は
誤
説
を
其
ま
、

記
せ
る
も
の
も
あ
れ
ざ
其
説
奮
來
の
も
の
な
る
を
．
以
て
研

究
者
が
必
ず
一
元
び
は
正
否
を
審
査
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

も
の
な
り
O
附
言
二
塁
は
目
を
考
異
、
怪
説
辮
、
難
説
、

地
理
考
、
彊
域
考
正
、
分
野
考
に
分
ち
半
輪
の
考
証
所
見

を
録
す
○
近
時
朝
鮮
古
書
愚
行
會
之
を
列
即
せ
り
○
塵
右

に
遠
く
を
便
な
り
こ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
5
）
東
國
三
略
の
類
　
三
國
高
麗
臨
代
の
事
を
記
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ご
　
　
　
　
　
　
つ
　
ハ
り
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　

影
野
の
書
に
は
東
國
史
賂
、
三
國
凹
面
要
等
あ
り
〇
三
國

む
　
む
　
　

吏
節
要
十
五
窓
は
朝
鮮
麿
耐
王
が
盧
下
書
蓋
置
平
等
に
命

じ
て
編
せ
し
め
し
新
羅
高
句
麗
百
濟
の
三
國
愛
な
り
○
小

生
末
だ
暗
点
書
を
蔑
す
ε
錐
撰
煮
よ
り
推
せ
ば
東
國
通
鑑
を



●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

出
で
ざ
お
べ
し
Q
課
業
更
賂
は
権
近
、
李
磨
、
河
儲
等
が

王
命
を
奉
じ
て
撰
し
太
宗
王
三
年
八
月
に
成
り
し
書
に
し

て
三
國
吏
記
を
取
り
て
撰
回
せ
る
編
年
史
な
り
〇
一
に
之

　
　
　
　
　
　
　
　

を
三
國
更
略
ご
饗
す
ざ
い
ふ
。
小
生
未
だ
此
書
を
見
す
。

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
外
に
束
旧
史
馨
或
は
朝
鮮
更
暑
ご
欝
す
る
書
に
柳
希
齢

の
撰
ご
傳
ふ
る
も
の
あ
り
、
枷
希
春
の
撰
ご
樽
ふ
る
も
の

あ
り
。
小
生
嘗
て
撰
漕
の
名
を
記
せ
し
此
種
の
書
を
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ご
な
し
。
現
今
流
布
す
る
朝
鮮
史
論
は
六
器
あ
り
。
藩

儒
よ
り
高
麗
末
ま
で
の
編
年
魚
皮
に
し
て
朝
鮮
の
「
十
八

更
馨
」
こ
も
弄
す
べ
き
も
の
な
り
。
灌
弔
意
の
撰
み
し
書

ご
は
全
く
別
霜
な
り
。
前
記
二
柳
の
い
つ
れ
か
一
の
撰
な

る
べ
き
か
是
亦
明
歪
な
ら
す
○
撰
者
全
く
不
明
な
り
Q
此

書
信
暦
四
十
五
年
支
那
に
て
言
行
せ
し
こ
ご
あ
り
〇
四
庫

全
書
中
に
入
り
し
唯
一
の
朝
鮮
皮
籍
な
り
。
明
の
東
援
無

帽
が
携
録
せ
し
も
の
な
る
べ
き
か
Q
朝
鮮
に
も
官
本
あ
り

書
窓
史
馨
ご
話
せ
り
Q
日
本
に
て
も
丈
比
五
年
談
叢
墾
に

て
明
黒
本
を
底
本
こ
し
朝
鮮
謄
本
を
墾
照
し
て
究
行
せ
し

　
　
　
第
一
傷
　
　
雑
　
纂
　
　
野
冊
族
行
談

を
以
て
廣
く
行
は
れ
し
が
今
や
留
書
稀
少
こ
な
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
嗣
毘
）
　
（
大
正
五
、
九
、
一
、
）

毫
溝
族
即
談

　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
，
内
田
銀
藏

　
藁
北
に
於
て
憂
灘
勘
業
共
進
會
の
開
催
を
好
機
こ
し
、

帝
國
の
版
圖
に
諾
う
て
か
ら
二
十
年
の
皇
灘
を
一
度
目
繋

し
て
麗
い
て
、
最
近
時
に
於
け
る
日
本
の
登
展
の
点
呼
を

攻
究
す
る
上
の
一
助
に
せ
ん
ご
思
ひ
立
ち
、
私
は
本
年
四

月
十
六
縫
に
京
都
を
猶
し
、
同
日
赫
戸
出
帆
の
因
幡
丸
に

乗
り
、
二
十
日
未
明
に
墓
隆
港
に
着
、
其
の
朝
直
ち
に
壷

北
に
到
り
、
そ
れ
よ
り
二
十
九
臓
迄
憂
北
及
昭
南
に
滞
在
、

二
十
九
日
の
午
後
基
隆
出
帆
の
信
濃
九
で
盛
儀
に
就
き
、

五
月
三
日
の
朝
、
紳
戸
に
着
、
即
日
京
都
に
経
つ
π
o
私

の
壷
謎
滞
在
は
甚
だ
短
く
、
且
つ
芸
北
及
壷
南
の
二
大
都

市
を
罰
合
に
緩
々
ご
視
察
し
把
や
け
で
、
其
の
他
に
及
ば

第
四
貌
　
　
噸
三
五
　
（
七
〇
〇
）


